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ユニセフ（国際連合児童基金）

すべての子どもがもつ権利を実現し

子どもの健やかな成長を支援する

　　ユニセフの使命

ユニセフ（国際連合児童基金）



すべての人が、生まれながらに、

「人が人として　幸せに生きていくため

の

　権利」＝基本的人権　を

無条件に　もっています。

だれもこの権利を奪うことはできません。

人権
・・・ってなんだろう？

そもそも



すべての人が、生まれながらに、

「人が人として　幸せに生きていくため

の

　権利」＝基本的人権　を

無条件に　もっています。

だれもこの権利を奪うことはできません。

人権とは

人間としての尊厳や価値が守ら

れ

人として幸せに生きていくため

にすべての人がもっている権利



　　権利の“ABCDE”

u 　Rights are for ALL human beings
　　　すべての人が人権をもっています

u 　Rights are there at BIRTH
　　　みな生まれながらに人権をもっています

u 　Rights CANNOT be taken away
      人権を奪いとることはできません

u 　Rights DO NOT have to be earnt
      人権は無条件にあるものです

u 　All rights are EQUALLY important
　　　すべての権利が同じように大切です



すべての人が、生まれながらに、

「人が人として　幸せに生きていくため

の

　権利」＝基本的人権　を

無条件に　もっています。

だれもこの権利を奪うことはできません。

子どもの権利
・・・って何だろう？



　　子どもが元気に育つために必要なものって？

食べ物
栄養

薬、病院
手当

家
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学ぶこと
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子どもたちが人間らしく、幸せに暮らし、

健やかに成長していくために必要なこ

と

「子どもの権利」

　　子どもの権利って？



すべての人が、生まれながらに、

「人が人として　幸せに生きていくため

の

　権利」＝基本的人権　を

無条件に　もっています。

だれもこの権利を奪うことはできません。

子どもの権利条約

「子どもの権利」を条約として定めた
もの



理解を深めよう

「子どもの権利条約」を通して



子ども（18歳未満）は、おとなと同じ、ひと

りの人間としての基本的人権をもつ。

同時に、成長の途上にある子どもたちに必要
な、保護や配慮に関する権利も定めている。

前文と本文54条から成り、子どもの健全な成
長に欠かせない権利を、生存・発達・保護・
参加などの側面から具体的に記している。

1989年 第44回国連総会にて満場一致で採択

現在までに196の国と地域が締約

日本は1994年に批准 （2024年で30周年）

　　「子どもの権利条約」　（児童の権利に関する条約）

©UNICEF UK



「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
　
第
１
～
４
０

条



　　「子どもの権利条約」　



　　「子どもの権利条約」　



　　「子どもの権利条約」 4つの原則

第2条第3条

第12条第6条 考慮されるこ
と



Child Rights Education （CRE）

子どもの権利を大切にする教育



　　Child Rights Education 　～CREの樹を育てよう～

Learning as a Right
権利としての学び
だれもが教育を受ける権利をもつ

Learning about Rights
権利についての学び
子どもの権利について学ぶ

Learning through Rights
権利を通しての学び
子どもの権利を尊重した学びの環境を
整える

Learning for Rights
権利のための学び
社会に貢献する力を養う



Learning as a Right
権利としての学び

だれもが教育を受ける権利をもつ

すべての子どもに、あらゆる差別

なく公平に教育を受ける権利があ

る。

すべての子どもが質の高い義務教

育を受けられること、またその後

の成長過程においても学ぶ機会が

与えらることが、保障されていな

ければならない。



Learning about Rights
権利についての学び

子どもの権利について学ぶ

学校での授業や活動において「子ども

の権利条約」を学び、子どもの権利に

ついて理解する。おとなも子どもも共

に学ぶ。

子どもたちは自分の権利について知る

と同時に、他の子どもたちも同じ権利

をもつことに気づき、違いを認め、互

いを尊重することを学ぶ。

この過程には人権についての学びがあ

り、おとなと子どもたちの信頼関係の

構築・相互の尊重にもつながる。



Learning through Rights
権利を通しての学び

子どもの権利を尊重した学びの環境
を整える

教育環境の整備：学校・園の設備、また

授業における指導法やカリキュラムにお

いて、子どもの最善の利益を考慮する。

子どもの権利尊重の精神：すべての子ど

もが、差別や偏見、あらゆる暴力から守

られ、子どもたちの意見が尊重される環

境を整える。

自らの権利と尊厳が守られた環境で学ぶ

ことで、子どもたちは自らの権利を享受

し、その可能性を伸ばしていくことがで

きる。



Learning for Rights

権利のための学び

社会に貢献する力を養う

子どもたちが自らの権利について学び、

権利が守られた環境で学ぶことは、他

者の権利にも目を向け、他者の権利の

ために行動する学びへとつながる。

学校の枠を超え、地域社会や国際社会

に目を向け活動することで、社会に貢

献する力を養い、持続可能な社会の創

り手としての成長につなげていく。



ü　子どもたちが自分自身の尊厳や価値に気づく

ü　他の子どもたち、またおとなにも権利があることに気づ
く

ü 他者を尊重し、多様性を認める意識や態度が育まれる

ü 子どもたちの意見が尊重され、大切にされていると感じ
る

ü 先生と子どもたちの信頼関係が構築される

ü 学校で安心して前向きに過ごせるようになる

ü 学校への帰属意識や学校満足度が高まる

ü 子どもたちの自己肯定感や自己有用感が高まる

ü 社会に積極的に参加し、貢献する力が養われる

ü 主体的に行動できる、責任ある市民へと成長していく

　　子どもの権利の推進がもたらす効果

子
ど
も
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
ン

グ



学習指導要領 前文

一人一人の児童/生徒が、自分のよさや可能性を認識するとと
もに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々
と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切
り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにす
ることが求められる。

生徒指導提要　第１章（生徒指導の目的）

生徒指導は、児童生徒一人一人の個性の発見とよさや
可能性の伸長と社会的資質・能力の発達を支えると同
時に、自己の幸福追求と社会に受け入れられる自己実
現を支えることを目的とする。

　　日本の教育と子どもの権利の推進



　　日本での前進：子どもの権利の推進と法整備

目的：
○ 日本国憲法および児童の権利に関する条約の精神にのっとり、
・ 次代の社会を担う全てのこどもが、生涯にわたる人格形成の基
礎を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することがで
き、
・ こどもの心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その
権利の擁護が図られ、将来にわたって幸福な生活を送ることができ
る社会の実現を目指して、
○ こども施策を総合的に推進すること

こども基本法

出典：内閣官房ウェブサイト
　　　「こども基本法（令和4年法律第77号）概要」



基本理念
① 全てのこどもについて、個人として尊重されること、基本的人権が保障さ
れること、差別的扱いを受けることがないようにすること
② 全てのこどもについて、適切に養育されること・生活を保障されること・
愛され保護されること等の福祉に係る権利が等しく保障されるとともに、教育
基本法の精神にのっとり教育を受ける機会が等しく与えられること
③ 全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、自己に直接関係する
全ての事項に関して意見を表明する機会・多様な社会的活動に参画する機会が
確保されること
④ 全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、意見の尊重、最善の
利益が優先して考慮されること
⑤ こどもの養育は家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的
責任を有するとの認識の下、十分な養育の支援・家庭での養育が困難なこども
の養育環境の確保により、子どもが心身ともに健やかに育成されるようにする
こと
⑥ 家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境の整備

出典：内閣官房ウェブサイト「こども基本法（令和4年法律第77号）概要」



こども家庭庁

こども家庭庁設置法　趣旨

 こども（心身の発達の過程にある者をいう。以下同じ。）が自立した個人
としてひとしく健やかに成長することのできる社会の実現に向け、子育てに
おける家庭の役割の重要性を踏まえつつ、こどもの年齢及び発達の程度に応
じ、その意見を尊重し、その最善の利益を優先して考慮することを基本とし、
こども及びこどものある家庭の福祉の増進及び保健の向上その他のこどもの
健やかな成長及びこどものある家庭における子育てに対する支援並びにこど
もの権利利益の擁護に関する事務を行うとともに、当該任務に関連する特定
の内閣の重要政策に関する内閣の事務を助けることを任務とするこども家庭
庁を、内閣府の外局として設置することとし、その所掌事務及び組織に関す
る事項を定める。

出典：内閣官房ウェブサイト「こども家庭庁設置法（令和4年法律第75号）の概要」

　　日本での前進：子どもの権利の推進と法整備



　　「生徒指導提要」の改訂

第1章 生徒指導の基礎　1.5 生徒指導の取り組みの留意点

１．５．１　児童生徒の権利の理解
教職員の児童の権利に関する条約についての理解

（１）　児童の権利に関する条約
児童生徒の基本的人権に十分配慮し、一人一人を大切にした
教育が行われることが求められている。

生徒指導を実践する上で、「児童の権利に関する条約」の
４つの原則を理解しておくことが不可欠である。
第１に、児童生徒に対するいかなる差別もしないこと
第２に、児童生徒にとって最もよいことを第一に考えること
第３に、児童生徒の命や生存、発達が保障されること
第４に、児童生徒は自由に自分の意見を表明する権利をもっていること

同条約の理解は、教職員、児童生徒、保護者、地域にとって必須である。

参考：文部科学省ウェブサイト「生徒指導提要(改訂)の構成案」および「生徒指導提要」



話しあってみよう

私たちの学校と子どもたちの権利
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「子どもの権利条約」を

読んでみよう！

第1条～第40条の中から、

学校での生活と関係があると思う

条文を選んでみましょう
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グループで話し合ってみよう

選んだ条文の中に、十分に守られ

ていないことがあると思うものは

ありますか？

それはどんな状況でしょうか？
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グループで話し合ってみよう

その条文の権利が守られるために

は、どうしたらよいでしょう？

何かできることはありますか？



第12条【意見を表す権利】
みんなの意見を聞くよう心が
けているつもりでも、クラス
をまとめることが優先事項に
なってしまい、ひとりひとり
の意見をきちんと聞いてあげ
られていないことが多いこと
に、あらためて気づいた。

第31条【休み、遊ぶ権利】

宿題をしてこない子がいたときに、休み時間
を使って宿題をやるように指示することが多
いが、これはもしかしたら子どもの「休み、
遊ぶ権利」を奪ってしまっているのかも、と
感じた。

第23条【障がいのある子ども】

身体の障がいだけでなく、
発達障がいの傾向のある子
どもたちへの配慮がきちん
となされているか、サポー
トスタッフの拡充も含めて、
いま一度、学校として振り
返る必要があると感じた。

第28条【教育を受ける権利】

不登校の子どもたちの学
びをきちんと確保してあ
げられているかというこ
とについて、「子どもの
権利」の視点に立って、
行政とも連携しながら、
さらに取り組みを進めて
いかなければならない課
題だと感じる。

　　「子どもの権利」についての研修より　～先生方の気づき・感想～



第1６条【プライバシー・名誉の保
護】

SNSの普及で子どもたちのプライ
バシーや名誉を守ることが今ま
で以上に難しくなっている。学
校だけでは対応できない問題で、
社会全体で考えなくてはいけな
い喫緊の課題であると強く感じ
る。

第2条【差別の禁止】

外国籍の子どもたちに対して、日ごろから
学校に馴染めるように配慮をしてはいるが、
「先生にも児童にも本当に差別の意識がな
いか？」と問われたら、はっきりとは答え
られないと感じた。表向きの行動だけでな
く、意識の面でも、外国籍の子どもたちに
対する差別のない環境を作っていきたい。

第17条【適切な情報の入手】

情報が氾濫する時代で、
情報リテラシーの育成に
加えて、正しい情報を見
極めていく力を養ってい
くことが、非常に大事だ
と感じている。

第４条【国の義務】、etc.

今の社会ではやはり格差が大きな
問題で、そこから生まれる子ども
を取り巻く問題が非常に多い。子
どもたちの権利を守っていくため
には学校だけでなく、家庭や行政
と連携・協力しながら取り組んで
いくことの必要性を、あらためて
感じた。

　　「子どもの権利」についての研修より　～先生方の気づき・感想～



写真 ©日本ユニセフ協会

CREの実践

「私たちの権利を大切にする学級目標」をつくろう！



子どもの権利が守られた学級づくり
「私たちの学級憲章(学級目標）」をつくってみよう

４．掲示しよう

できあがった憲章をポ
スターにして、学級の
みんなから見える場所
に掲示しよう。

また「学級憲章」を定
期的にふりかえり、よ
りよい学級をつくって
いくために話し合いを
続けていこう。

２．選んでみよう

自分たちの学級をよ
くしていくためには、
どの権利が特に大切
であるか考え、選ん
でみよう。

選んだ権利を、自分
のために、またみん
なのために、どのよ
うにして守っていけ
るか考えよう。

３．書いてみよう

選んだ条文をもとに、
自分たちの言葉で「学
級憲章」をつくってみ
よう。

「学級憲章」に書かれ
る内容が「子どもの権
利条約」に沿っている
か、ふりかえりながら
考えよう。該当する条
文を添えるのもよい。

１．権利を知ろう

まず、自分のもってい
る権利を知ることから
始めよう。

「子どもの権利条約」
にはどんな権利が定め
られているのか、また
これらの権利を自分も
そして同級生ももって
いることを学ぼう。



Step２　一番大切だと思う権利を見つけてみよう

学級目標づくりに選んだ13の条文
2条　　差別の禁止
3条　　子どもにもっともよいことを
6条　　生きる権利・育つ権利
12条　意見を表す権利
13条　表現の自由
16条　プライバシー・名誉は守られ
る
17条　適切な情報の入手
19条　あらゆる暴力からの保護
23条　障がいのある子ども
24条　健康・医療への権利
28条　教育を受ける権利
29条　教育の目的
31条　休み、遊ぶ権利

子どもの権利について学ぼう！1時間目



Step２ 一番大切だと思う権利を見つけてみよう

第6条の生きる権利。生きていな
ければどんな権利も意味がないと

う。

第13条の表現の自由。言いたいことが言
えなかったら自分で抱え込んでしまう。

第２条の差別の禁止。見た目で差
別されたら嫌だし、安心できない

よね。

第２８条の教育を受ける権利。教育を受
けないと言葉も話せないし、将来かせげ

ない。

第３１条の休み、遊ぶ権利。休むことでリフレッ
シュできる。友だちとコミュニケーションもで

きる。

第２３条の障がいのある子ども。障がい
のある人もみんなと生活できることが大

事。



Step３　守られている権利・守られていない権利

6条： 生きていて、育ててもらって幸
せだから。

13条： いま表現する力が自分の中で伸
びていると感じる。

12条： 言いたいことを言い合えるから。

守られている権利

17条： 適切な情報が手に入るし、ほかの国
のことも知れる。

31条： 休んだり遊んだりしても、理由なく
ダメとは言われないから。

子どもの権利について学ぼう！1時間目



Step３　守られている権利・守られていない権利

19条： 暴力をふるう人を見ることもある
ね。

24条： 健康でいるための権利が守られて
いない子が、他の国には沢山いると思う。

31条： お母さんの代わりに介護や家事を
しないといけない子もいるとニュースで聞
いた。

子どもの権利について学ぼう！1時間目

2条： 兄弟で比べられるのは嫌だと思う。
嫌なあだ名で呼ぶのはよくないと思うな。

12条： 自分の意見が友達と違うのに、
友達の意見に合わせて自分の意見を言え
ない時がある。

守られていない権利



  「子どもの権利」を学んで ～子どもたちからの感想～



  「子どもの権利」を学んで ～子どもたちからの感想～



  「子どもの権利」を学んで ～子どもたちからの感想～



  「子どもの権利」を学んで ～子どもたちからの感想～



　　大切な権利を選んでみよう！
　　　　　　　学級づくりのためにどの条文が大切？どんなクラスにしたい？

2時間目



みんながいろんな意見を
もっているから、みんな
が意見を言えるクラスに
なるとよさそう (12条）

きつく言いすぎないで、
やさしく声を掛け合え
るといいね (19条）

勉強も大事。みんなが
勉強しやすいクラスに
したい（28条）

4年生



遊びは健康にいいし、
体がつらい時は休める
といいよね　（31条）

差別される子がいない
ようにしたい　（２条）

暴力をふせぐために
声をかけあおう！
（19条）



クラスで目立って
いる人の意見が優
先されているよね。

課題　（第１２条）

勇気をもって自分の
意見を言えるように
なるといいよね。

みんながいろんな意
見を聞くようにする
ことが大事じゃない？

できること

５年生



嫌なことや気に食わな
いことがあるときに暴
力をふるう人もいるよ
ね。

課題　（第１９条）

まずは嫌だと思わせるよう
なことを誰かにさせないこ
とが大事だと思うな。

できること

嫌なことがあった時には、
人や物にあたらずに誰かに
相談できるといいね。



みんなの意見を尊重しあえ
る、仲間はずれのないクラ
ス　（2条）

６年生



教育の目的を知り、自分の
ため、人のため、努力をつ
くす　（2９条）



　　学級目標を書いてみよう！
　　　　　　　みんなで選んだ条文をもとに、学級目標をつくろう

３時間目



4年生







５年生







６年生







4年生

　　　学級目標をクラスに掲示しよう



５年生

　　　学級目標をクラスに掲示しよう



６年生

　　　学級目標をクラスに掲示しよう



学級目標に「子どもの権利条約」というしっか
りした根拠ができただけでなく、学級目標づく
りの視点が広がったと感じます。

4年生

濱 先生

特に、「教育を受ける権利」(第28条）や「教育の目
的」（第29条）は、今までの学級目標づくりにはない
視点でした。「子どもの権利条約」を通して学ぶこと
の意味を知ることにより、子どもたちの中に「自分の
力を最大限に伸ばしていこう」という意識が生まれた
のは大きな意義の一つです。
学校生活のさまざまな場面で「自分の力を最大限に伸
ばすためにがんばる！」という言葉が、子どもたちか
ら自然に出てくるようになりましたし、子どもたちの
学びに対する意欲が増していると感じます。

　   一年をふりかえって　～先生からのコメント～



「子どもの権利条約」についての学びを通して、子
どもたちの中にさまざまな気づきが広がっているこ
とを感じます。子どもたちからも、「子どもの権利
の学習をしてクラスがよくなったと思う」、「自分
だけでなく、友達の権利も大切にすることを意識し
ながら生活できるようになった」という声などが聞
こえてきました。

５年生

高橋 先生

また、「権利を知ったから道徳の授業でもより深く
考えられるようになった」、「この条約が世界のもっ
とたくさんの人に伝わって、もっとたくさんの人が
救われるといいなと思った」など、他の教科やSDG
ｓ学習につなげて考えるなど、子どもたちがより広
い視点で社会を見ることができるようになってきま
した。

　   一年をふりかえって　～先生からのコメント～



６年生

板木 先生

また、自分自身も子どもたちと一緒に「子どもの
権利条約」について学べたことに、とても大きな
意義があったと感じます。「子どもの権利条約」
の学びは、今後の自分自身の教育活動の軸となっ
ていくことと思います。

この一年間を通して、子どもたちの中にお互いの
個性を認め合い、違いを強みとしてプラスに生か
していくという意識が育まれたのは特に大きな成
果と感じています。児童からも「違いを認め合う
ことを大切に、そして自分自身の個性を生かして、
これからの中学校生活も頑張っていきます」とい
う声を聞くことができました。

　   一年をふりかえって　～先生からのコメント～



「私たちの権利を大切にする学級目標」をつくろう！

実践記録＆授業プラン

実践の記録 授業プラン

https://www.unicef.or.jp/kodomo/nani/siryo/pdf/cre-
plan.pdf

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/action/classcharter-
hoya/
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ユニセフ・こども家庭庁共催「子どもの権利」普及啓発キャンペーン

こどものけんりプロジェクト

「子どもの権利条約」日本批准30周年の2024年にスタート！

©NED

ジーン ケーン



長谷部誠　日本ユニセフ協会親善大使
こども家庭庁・文部科学省・外務省

プレス・ブリーフィング



「国連子どもの権利委員会」委員　大谷美紀子氏

ジーン＆ケーン

学んでみよう！子どもの権利

　　子どもの権利を学ぶ動画

ジーン＆ケーン ©NED



低年齢向け動画

「あたりまえ認定」シリーズ

これってカワイイ？ヘン？ 心のアラーム おもっててもいえないよ・・・

Eテレ
「アイラブみー」 ©NHK ©NHK

　　子どもの権利を学ぶ動画

※画像の複製・転載は
     お控えください

アイラブみー ©NHK



“こえ”のうた
“Song for the Voices”

二部合唱

キャンペーン・ソング

※画像の複製・転載はお控えください

アイラブみー　©NHK
編曲：加藤昌則
うた：NHK東京児童合唱団



・ 「子どもの権利条約」
解説
・ 「“こえ”のうた」の
紹介
・　動画の解説
・　動画を使った指導案
・ 児童・生徒用ワークシー
ト

　　先生のためのヒントブック



小学校1・2年　道徳（正直・誠実）
「これってカワイイ？ヘン？」を使った授業

　　模擬授業動画・実践授業動画

中学生　特別活動
「学んでみよう！子どもの権利」を使用した授業



　　先生のためのツールボックス

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/kodoken-toolbox/
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ユニセフ「子どもの権利」学校アンケート

学校生活を「子どもの権利」
の視点から見てみよう
先生も児童・生徒も一緒に！

先生と児童・生徒の意識に差が出
る分野があるか見てみよう

課題を可視化し、よりよい学校・学
級づくりのヒントとして活用しよう



　　アンケートの質問項目

体の健康
学校は運動しやすく、子どもは思いきり体を動かせる

学校では、健康の大切さを学ぶ機会があり、よくわかっている

心の健康
子どもは、学校で強いストレスを感じることはない

学校では、困ったときに安心して相談しやすいおとながいつもいる

学校での学び
学校で、子どもたちは自分の可能性をのばすことができる

勉強がわからないときは、先生たちがわかるまで教えてくれる

安心な環境
先生たちと子どもたちは、おたがいをじゅうぶんに尊重しあっている

いじめなどが起きたとき、学校はすぐに子どもに寄りそい、助けてくれる

意見表明

子どもたちは、学校生活について意見が言いやすく、学校はよく受け止めてくれ
る

学校では、子どもが中心になって活動する場面がよくあり、先生も協力ｈしてく
れる

子どもの権利

先生たちは「子どもの権利条約」をよく理解して、子どもの権利をを大切にして
いる

子どもが「子どもの権利」を学ぶ機会があり、たがいの権利を大切にして
いる



実施時期： 202５年1月～3月31日

対象： 小学校～高等学校（特別支援学校含む）の教員、児童・
生徒

実施方法： 日本ユニセフ協会が提供するGoogle Formを使用
※　質問回答用のフォームは、参加自治体または参加校ごとに作
成
※　教員、児童・生徒ともに同じ質問項目に回答
※　匿名での回答。個人情報などは一切特定なし

結果の共有について：
・参加された学校または自治体ごとに結果をご報告
・全体の調査結果は公表予定、学校や自治体ごとの結果は公表な
し

参加を希望する自治体・学校は
（公財）日本ユニセフ協会　学校事業部までご連絡ください！

Eメール：se-jcu@unicef.or.jp　Tel：03-5789-2014　Fax：03-5789-2034

詳しくは
こちらから↓

　　実施要項



子どもの権利条約・CRE関連資料

子どもの権利条約
カードブック

ユニセフ
CRE実践記録

ユニセフ

CREハンドブック

CRE
先生のための実践ガイド



子どもの権利条約・CRE関連ウェブサイト

子ども向け学習サイト

https://www.unicef.or.jp/crc/kodomo

CREウェブサイト

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/

日本での実践記録
私たちの権利を大切にする学級目標づくり

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/action/classcharte
r-hoya/

https://www.unicef.or.jp/crc/

「子どもの権利条約」特設サイト
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